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針江・霜降の水辺景観まちづくり協議会のインフォメーションがホームページと Facebook で見られます。 
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■昨年に続き「はりえ一期大福会」では、針江大川畔に「せせらぎテラ

ス」を設置しました。設置の目的は、子どもの水遊びの際の見守り、夏

の夕涼み、有志で川辺でちょっと一杯などに活用していただければと思

い日除けを設置しました。多少暗くなってからでもご利用いただけるよ

う LED 電球も付けてあります。ご近所の迷惑にならないようご利用く

ださい。何分にも仮設物ですので、上に乗ったりしないよう安全に気を

つけてください。8 月下旬に撤去予定です 
 

■はりえ一期大福会では、6 月 9 日に日吉神社前の針江大川上の特設

茶席にて「ホタル茶会」を開催。続いて 7 月 7 日に「七夕茶会」を開

催予定でしたが、残念ながら豪雨のため中止となりました。 

 ホタル茶会では、琴の調べやヨシ笛の音も川面に響き、ちょっと味わ

えない景観が生まれました。ホタルも特設茶席に舞い降りて、感歎の声

が…！ 水と親しむ催しに、四季を通じて出会えると嬉しいですね。 

はりえ一期大福会 代表 北野 俊朗 

＊この事業は、平和堂財団「夏原グラント」の助成を受けています. 

 

 

探索
 

 

 

 

 

 

                                                     

                                                                                                                                                  

                                           

                                

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                        

          

                                                                                           

★針江・霜降の大川や周辺の水辺環境整備に、高島市から当協議会
に交付された国の助成金が活用されています。   
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■この計画は、それぞれの重要文化的景観選定時に策定され

た『保存計画』に掲載される事項を基本としつつ、その後の地

域状況の変化を踏まえるとともに、整備活用の視点からその価

値を確認し、整備の手法を検討するための基本理念および方針

を示すものです。 

地域の課題や状況、望む将来像については、各地で地域住民の

皆さんに意見を出し合っていただき、針江・霜降地区では、昨年

11 月 12 日（日）に、針江公民館をお借りして「針江・霜降の

水辺景観 未来を語る会」を開催させていただきました。この時

にお聞きしたご意見は、今後策定予定の地域ごとの具体的な整備

計画にも、できるだけ反映させていただきたいと考えています。 

今回の計画には、座談会での意見等を含めた、地域の現状と課

題が記されています。「針江・霜降の水辺景観」地区の課題として

は、今後の水環境を維持するための河川改修、水質の維持、カバ

タ修理の基準作り、重要な構成要素への追加、見学者用トイレと

駐車場の不足、案内人の不足などが挙げられています。 

もちろん、整備計画に掲載すれば、こうした課題が一気に解決

するというものではありませんが、現状を把握し、高島市重要文

化的景観整備活用委員会で協議し、整備計画として方針を明らか

にしていくことで、これからの景観保全、地域活性化にかかる事

業が一歩ずつ進み出すことと考えています。今後も、個別整備計

画の策定に向けて、引き続きご支援賜りますようよろしくお願い

申し上げます。 

 

 

 

 

■昨年より改造を行ってきた霜降児童

公園の改修工事がほぼ終わりました。

後は、道路との境のガードレールの変

更、ベンチの設置や植栽の追加を行っ

て、水辺の遊歩道公園になればと思い

ます。ホタルやトンボが生息する工夫

もできたらと、知恵を絞っています。 

◆重要文化的景観に選定された際に重要な構成要素として認定さ
れているカバタ（４５件）などを保存修理・修復する場合は、経費

の補助を受ける制度があります。 
 
◆まだ国の認定を受けていないカバタや文化的建造物等も今後の
調査検討により追加認定が可能です。 
 
◎「保存修理」、「追加認定」をご希望の方は、当協議会の役員まで

ご相談ください。 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

平成 30 年度 針江・霜降の水辺景観まちづくり協議会 役員 
会長 足立 亨 副会長 高田一雄（針江区長）山川茂樹（霜降区長） 

〔針江〕福田久男 田中義孝 三宅 進 髙橋正通 北野俊朗   
〔霜降〕山川 隆 明政勝治 青木 博   

 

■市では、高島市の水辺に存在する３箇所の重要文化的

景観の、将来に向けて望ましい保護を進めるための手段

である整備の基本理念及び方針を広く共有することを目

的として、平成 30 年 3 月に『高島市重要文化的景観整

備計画（理念・方針編）』を策定しました。 
 

「高島市重要文化的景観整備計画」 
理念・方針編 

高島市教育委員会文化財課 山本 晃子 

 
守る。伝える。活かす。 

 

 

 

 

■今年の五月の中旬「おじいちゃん！蛍がとんでるでー！」

と孫の声。我が家に当たり前の夏が今年も始まる。嬉しさを

一人噛みしめる。 

この川の風景を思い返してみると幼い頃に比べ、護岸工事

等で美しくなった反面、川の汚れ、ホタルの好物のカワニナ

の減少で蛍が減って来ている事も確かである。この水辺景観

を守っていこうとする者として、人と自然・生き物の共存と

は大変難しいが、守っていかなくてはならない事であると、

日々感じている。共存して行く事は、相手の為にひと手間を

惜しまない事ではないだろうか。 

おじいちゃん今日は蛍の好きな夜やと孫が知っている。風

がない・真っ暗闇・蒸し暑い日を好んで水辺に姿を見せてく

れる蛍は、私たち人間と自然の架け橋であるように思えてな

らない。川の中で生きる小さな生き物にも心を寄せられるそ

んな人間でありたい。 

針江区 田中 義孝 

 

 

霜降・水辺の歩道 

 


